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の
対
中
姿
勢
の
本
音
を
表
す
も
の
と
し

て
懸
念
さ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
重
要
問
題
が
公
明
党

だ
。

　
公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
は
先
ご

ろ
、
今
夏
の
参
院
選
挙
で
自
民
党
の
相

互
推
薦
の
調
整
が
難
航
し
て
い
る
の
を

理
由
に
、
一
人
区
の
自
民
候
補
へ
の
推

薦
な
ど
選
挙
協
力
の
見
送
り
検
討
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
ブ
ラ
フ
と
見
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
自
民
党
に
圧

力
を
か
け
る
ほ
ど
に
力
を
示
す
公
明
党

は
、
こ
と
ご
と
く
中
国
の
代
弁
者
に
な

り
、
露
骨
な
ほ
ど
中
国
に
有
利
に
な
る

よ
う
暗
躍
し
て
い
る
。

　
公
明
党
が
中
国
に
よ
る
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
な
ど
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

権
侵
害
を
正
当
化
し
て
い
る
の
だ
。
そ

う
し
た
人
権
を
無
視
す
る
中
国
で
「
平

和
の
祭
典
」
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

開
催
し
て
よ
い
の
か
。

　
中
国
と
隣
接
す
る
日
本
は
ど
う
対
応

す
べ
き
か
。
中
国
と
の
交
流
は
政
治
、

経
済
、
文
化
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
が
無
差
別

的
に
中
国
と
友
好
交
流
を
持
て
ば
よ
い

の
で
は
な
い
。
中
国
の
も
つ
覇
権
主
義

は
日
本
の
国
家
目
標
と
決
し
て
相
容
れ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る

べ
き
で
あ
る
。

　
日
本
は
安
全
保
障
の
立
場
上
、
日
米

同
盟
を
基
軸
と
し
て
、
米
国
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
の
ク
ワ
ッ
ド
体
制

を
維
持
し
つ
つ
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
な
ど
関
係
国
と
協
力
し
な
が
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岸
田
文
雄
首
相
は
１
月
17
日
、
通
常

国
会
で
施
政
方
針
演
説
を
行
い
、
政
府

の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
当
面
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
に
始
ま
り
、「
新
し
い
資

（
集
団
殺
害
）
に
対
す
る
国
会
の
非
難

決
議
を
止
め
て
い
る
の
も
、
憲
法
改
正

の
妨
害
に
回
っ
て
い
る
の
も
、
す
べ
て

中
国
の
不
利
に
な
る
動
き
を
抑
え
込
む

た
め
の
も
の
だ
。
今
年
の
主
た
る
課
題

に
な
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
中
、
親

中
・
反
日
の
公
明
党
の
姿
勢
は
大
き
な

妨
害
と
な
る
。
習
近
平
国
家
主
席
の
国

賓
来
日
ま
で
動
か
し
か
ね
な
い
。

　

中
国
の
日
本
侵
略
の
影
響
力
工
作

は
、
政
界
、
経
済
界
、
教
育
界
、
文
化

界
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
中
国
共
産
党
か
ら
難
を

避
け
る
に
は
、
日
本
の
政
治
、
経
済
、

文
化
、
軍
事
な
ど
多
く
の
分
野
で
の
安

全
保
障
体
制
の
確
立
こ
そ
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

ら
、
中
国
が
現
在
の
覇
権
主
義
を
放
棄

し
て
、
日
本
や
同
盟
諸
国
と
共
通
の
価

値
観
を
共
有
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。

　
そ
れ
で
は
日
本
は
何
を
も
っ
て
中
国

に
対
応
す
べ
き
か
。
衆
愚
化
し
、
機
能

不
全
に
陥
っ
た
民
主
主
義
で
は
覇
権
主

義
に
は
対
抗
で
き
な
い
。
中
国
は
、
民

主
主
義
の
弱
点
を
悪
用
し
て
政
界
、
経

済
界
、
教
育
界
、

マ
ス
コ
ミ
界
な
ど

に
浸
透
し
、
影
響

力
工
作
を
し
て
中

国
に
対
し
て
正
面
か
ら
対
抗
で
き
な
い

環
境
を
作
っ
て
き
た
。
形
骸
化
し
た
民

主
主
義
に
魂
を
入
れ
、
よ
り
高
次
元
な

理
念
と
し
て
、自
由
国
民
連
合
は
、「
天

民
主
義
」を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。「
天

民
主
義
」と
は
、古
来
よ
り
日
本
に
あ
っ

た
「
天
民
」
と
い
う
概
念
を
よ
り
明
確

に
し
、「
天
＝
神
仏
」と「
民
」と
の
共

治
を
理
想
と
す
る
政
治
思
想
で
あ
る
。

　

日
本
は
今
後
、「
天
民
主
義
」
を
中

心
と
し
て
①
政
治
力
②
軍
事
力
③
経

済
力
④
科
学
力
⑤
文
化
力
の
５
つ
の

力
（
ペ
ン
タ
ビ
レ
ス
＝
ラ
テ
ン
語
）
を

強
く
す
る
と
と
も
に
、
⑥
教
育
力
⑦
情

報
力
⑧
精
神
力
を
強
化
し
て
、
強
い
国

力
を
持
っ
た
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

い
。
こ
の
た
め
に
、
新
し
い
変
革
の
時

代
、「
令
和
維
新
」
の
今
、
①
尊
皇
愛

国
②
反
共
救
国
③
保
守
団
結
④
国
際
連

帯
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

　
２
０
２
２
年
は
、「
壬

み
ず
の
え
の
と
ら

寅
」
の
年
。

「
壬
」
に
は
、「
は
ら
む
」「
生
ま
れ
る
」、

「
寅
」
に
は
「
延
ば
す
・
成
長
す
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
壬
寅
」は
、「
新

し
く
立
ち
上
が
る
こ
と
」
や
「
生
ま
れ

た
も
の
が
成
長
す
る
」
意
味
を
も
つ
。

今
年
こ
そ
、「
天
民
主
義
」
を
広
く
国

民
に
啓
蒙
し
、
世
界
一
長
い
皇
統
を
頂

い
た
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て

「
自
由
」（Freedom=

自
主
独
立
）
で

強
い
日
本
を
創
建
し
て
ま
い
り
た
い
。

だ
。
ば
か
り
で
な
く
、
外
交
官
ト
ッ
プ

と
し
て
の
常
識
に
も
欠
け
る
か
ら
始
末

が
悪
い
、
と
評
価
さ
れ
る
。

　
林
氏
は
そ
も
そ
も
、
２
０
１
７
年
12

月
か
ら
超
党
派
の
日
中
友
好
議
員
連
盟

の
会
長
を
務
め
て
い
る
人
物
だ
。
就
任

の
記
者
会
見
で
同
会
長
を
辞
任
す
る
表

明
を
し
た
も
の
の
、
日
中
関
係
利
権
の

総
本
山
で
あ
る
同
議
員
連
盟
の
会
長
は

親
子
二
代
と
い
う
筋
金
入
り
だ
か
ら
、

そ
の
肩
書
き
を
外
し
た
か
ら
と
言
っ

て
、
親
中
・
媚
中
は
隠
し
よ
う
も
隠
れ

よ
う
な
い
。

　
こ
の
人
事
は
、
安
倍
晋
三
元
首
相
や

麻
生
太
郎
前
副
総
裁
ら
が
強
い
難
色
を

示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岸
田
首
相

が
押
し
通
し
た
と
い
う
か
ら
、
同
首
相

の
５
年
に
一
度
の
党
大
会
で
地
位
と
権

力
を
継
続
す
る
予
定
だ
。
習
近
平
の
本

音
は
「
中
華
思
想
を
基
盤
と
し
て
、
共

産
主
義
の
習
近
平
思
想
に
よ
っ
て
理
論

武
装
さ
れ
た
覇
権
国
家
」
を
建
設
し
、

全
世
界
を
中
国
の
支
配
下
に
お
く
こ
と

で
あ
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
習
近
平
は
、
昨
年
８
月
に
北
京
で
開

か
れ
た
中
央
民
族
工
作
会
議
で
「『
中

華
民
族
共
同
体
意
識
』
を
形
作
る
こ
と

を
民
族
政
策
の
中
心
に
せ
よ
」と
強
調
、

「
中
華
民
族
の
利
益
が
最
重
要
」
と
し

「
各
民
族
の
民
族
意
識
は
中
華
民
族
共

同
体
意
識
に
従
い
奉
仕
す
る
」
も
の
と

断
言
、
少
数
民
族
を
中
華
民
族
に
す
る

こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。
中
国
で
チ
ベ

ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
、
お
よ

び
香
港
な
ど
の
少
数
民
族
に
対
す
る
人

　
岸
田
第
二
次
政
権
の
林
芳
正
外
務
大

臣
は
一
部
に｢

林リ
ン
外
相｣

と
呼
ば
れ

て
い
る
。「
は
や
し
さ
ん
」
と
い
う
日

本
人
で
は
な
く
、｢

リ
ン
さ
ん｣

と
い

う
中
国
人
の
外
務
大
臣
と
い
う
意
味

投
票
の
権
利
を
国
民
か
ら
奪
っ
て
は
い

け
な
い
。こ
れ
こ
そ
憲
法
違
反
で
あ
る
。

与
野
党
は
、
党
派
を
超
え
て
早
急
に
憲

法
審
議
会
で
議
論
を
深
め
、日
本
独
自
の

憲
法
案
を
作
成
し
、
国
民
投
票
日
を
決

め
て
、国
民
に
信
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。

　
一
方
、
国
際
情
勢
を
み
る
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
世
界
中
の
人
々
が
苦
し
ん
で

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

の
地
と
い
わ
れ
る
中
国
が
最
大
の
問
題

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
各
国
の
経
済
が

停
滞
す
る
中
、
中
国
は
軍
事
力
を
背
景

に
、
政
治
、
経
済
、
文
化
面
に
お
い
て

世
界
制
覇
を
狙
っ
て
い
る
。
中
国
共
産

党
中
央
委
員
会
総
書
記
、
党
中
央
軍
事

委
員
会
主
席
、
国
家
軍
事
委
員
会
主
席

と
し
て
党
と
軍
と
国
家
の
３
権
力
を
掌

握
し
た
習
近
平
国
家
主
席
は
、
22
年
秋

あ
る
「
外
交
・
安
全
保
障
」「
憲
法
改

正
」
が
最
後
に
な
っ
た
の
は
岸
田
政
権

の
運
営
方
針
の
本
音
を
表
し
た
も
の
で

あ
る
。

国
家
の
柱
と
も
い
う
べ
き
憲
法
に
つ
い

て
も
、
戦
後
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総

司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
日
本
を
弱
体
化

す
る
た
め
に
作
成
し
た
憲
法
草
案
を
基

に
作
成
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
を
こ
の
74

年
間
、
た
だ
の
一
度
も
改
正
し
た
こ
と

が
な
い
。
ま
し
て
や
日
本
人
自
ら
の
手

で
憲
法
を
作
ろ
う
と
し
な
い
。

　

現
憲
法
の
改
正
と
い
う
小
手
先
の

修
正
と
い
う
発

想
を
排
除
し
て
、

今
後
の
世
界
と

日
本
の
将
来
を

導
く
に
相
応
し
い
日
本
独
自
の
自
主
憲

法
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
あ
る
世
論
調
査
で
は
、
国
民
の
過
半

数
が
憲
法
改
正
に
賛
成
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
与
野
党
衆
議
院
議
員
は
憲

法
審
査
会
で
十
分
な
議
論
を
し
た
こ
と

が
な
い
。
自
主
憲
法
は
、
国
民
投
票
で

最
終
的
に
は
決
着
が
つ
く
も
の
で
、
政

府
、
国
会
は
憲
法
で
制
定
さ
れ
た
国
民

本
主
義
」「
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
」

そ
し
て
８
番
目
に「
外
交・安
全
保
障
」、

９
番
目
に「
憲
法
改
正
」を
発
表
し
た
。

日
本
が
直
面
し
て
い
る
重
要
な
課
題
で

　

自
由
国
民
連
合
が
２
０

２
１
年
４
月
28
日
に
創
立

し
て
、
は
や
９
か
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
。そ
の
間
、

内
政
で
は
、
10
月
の
総
選
挙

を
経
て
、
菅
義
偉
内
閣
か
ら
岸
田
文
雄

内
閣
に
移
行
し
た
ほ
か
、
野
党
も
第
一

党
の
立
憲
民
主
党
が
議
席
を
減
ら
し
、

党
首
が
枝
野
幸
男
氏
か
ら
若
手
の
泉
健

太
氏
に
代
わ
っ
た
。
立
民
と
共
産
党
と

の
連
携
の
流
れ
は
不
透
明
な
ま
ま
夏
の

参
院
選
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

日
本
の
政
治
は
変
わ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
岸
田
政
権
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、医
療
体
制
の
完

備
、
水
際
対
策
な
ど
予
防
策
に
加
え
、

景
気
浮
上
の
た
め
の
補
正
予
算
成
立
な

ど
近
々
の
課
題
に
は
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、10
年
、20
年

先
を
見
据
え
た
日
本
の
あ
る
べ
き
国
家

目
標
、
国
家
戦
略
な
ど
根
本
問
題
に
つ

い
て
は
何
ら
議
論
が
さ
れ
て
い
な
い
。

通
常
国
会
冒
頭
、
施
政
方
針
演
説
を

す
る
岸
田
文
雄
首
相
（
１
月
17
日
）

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
││
自
由
国
民
連
合

懸
念
さ
れ
る
政
権
内
部
の
親
中
、反
日
勢
力

自
主
憲
法
制
定
か
習
近
平
主
席
国
賓
訪
日
か

誇
り
を
も
っ
て
強
い
日
本
を
創
建
せ
よ
‼

自
由
国
民
連
合
総
裁

阿
部 

正
寿

　
明
け
た
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
の
日
本
は
、
４
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効
70
周
年
、
５
月
の

沖
縄
日
本
復
帰
50
周
年
、
９
月
に
は
日
中
国
交
正
常
化
50
周
年
を
迎
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
い

ま
だ
自
主
憲
法
を
持
た
な
い
国
と
し
て
の
独
立
と
今
日
ま
で
の
日
中
関
係
を
反
省
し
考
え
直
す
節
目
の
年
と
な
る
。

2022分水嶺主 張
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大
会
で
は
、
元
環
境
相
で
自
民
党
前

衆
議
院
議
員
の
原
田
義
昭
氏
が
立
ち
、

ウ
イ
グ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
で
多
く
の

人
権
弾
圧
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
、「
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
に
こ

の
実
態
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
、
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
に
つ
い

て
「
中
国
の
領
海
侵
入
を
許
し
て
は
な

ら
な
い
。
公
務
員
を
常
駐
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
。
道
は
近
く
に
あ
り
」
と
デ
モ

参
加
者
を
激
励
し
た
。

　
原
田
氏
は
、
一
昨
年
の
習
近
平
来
日

反
対
デ
モ
集
会
に
国
会
議
員
と
し
て
た

だ
一
人
参
加
し
て
い
る
。

　
次
に
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
連
盟
代
表
の

ト
ゥ
ー
ル
・
モ
ハ
メ
ッ
ト
氏
が
次
の
よ

う
に
演
説
し
た
。

国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
中
国
に
対

し
て
断
固
た
る
決
意
を
示
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　
北
京
五
輪
開
催
に
つ
い
て
は
米
国
を

は
じ
め
と
す
る
先
進
諸
国
が
外
交
ボ
イ

コ
ッ
ト
を
い
ち
早
く
表
明
し
た
が
、
日

本
政
府
は
閣
僚
を
送
ら
な
い
と
述
べ
た

だ
け
。「
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
と
い
う

表
現
を
し
な
い
ば
か
り
か
、
ウ
イ
グ
ル

な
ど
の
人
権
問
題
に
対
し
て
も
非
難
の

態
度
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
中
国
に
対
す

る
曖
昧
な
態
度
に
国
民
か
ら
懸
念
の
目

が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
岸
田
政
権
の
最

終
的
な
決
断
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

に
つ
い
て
、
自
由
国
民
連
合
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
長
の
江
頭
広
樹
氏
は
「
北
京
五
輪

ボ
イ
コ
ッ
ト
に
対
す
る
福
岡
県
民
の
熱

い
思
い
が
県
民
に
伝
わ
っ
た
と
思
う
。

ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
全
国
的
に
広
が
っ

て
お
り
、
政
府
は
我
々
の
運
動
そ
し
て

　
「
ウ
イ
グ
ル
お
い
て
は
、
２
０
１
６

年
か
ら
大
量
の
強
制
収
容
所
が
で
き

て
、
現
在
約
３
０
０
万
人
が
収
容
さ
れ

て
い
る
。
２
０
２
０
年
に
は
米
国
が
こ

の
人
権
弾
圧
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
認
定

し
た
」
と
証
言
。
日
本
政
府
に
対
し
て

「
日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
最
初
に

自
由
、
民
主
主
義
を
確
立
し
た
国
で
あ

り
、
ア
ジ
ア
の
誇
り
で
あ
る
。
中
国
の

犯
罪
を
決
し
て
許
さ
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」

　
そ
の
後
、
大
阪
の
デ
モ
大
会
実
行
委

員
長
の
安
保
智
子
さ
ん
が
挨
拶
し
、「
中

国
共
産
党
の
蛮
行
を
許
さ
ず
、
日
本
を

守
る
た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

　
日
本
維
新
の
会
の
山
本
剛
正
衆
議
院

議
員
、
八
女
市
議
会
の
牛
島
孝
之
議
員

か
ら
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

披
露
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
大
会
実
行
委
員

で
自
由
国
民
連
合
福
岡
支
部

長
の
伊
藤
大
地
氏
が
「
北
京

五
輪
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
を
訴
え

る
決
議
文
を
読
み
上
げ
、
全

員
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

集
会
後
、
原
田
氏
を
先
頭

に
天
神
の
繁
華
街
を
中
心
に
、

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
国
中
国
に
五

輪
開
催
の
資
格
は
な
い
」
な

ど
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し

な
が
ら
デ
モ
行
進
し
た
。

　

今
回
の
集
会
と
デ
モ
行
進

　
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
を
２
月
４
日
に
ひ
か
え
、
様
々
な
問
題
を
か
か

え
て
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
同
五
輪
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
訴
え
る
北
京
五
輪
ボ
イ
コ
ッ

ト
推
進
集
会
・
デ
モ
福
岡
大
会
（
主
催
・
同
実
行
委
員
会
）
が
１
月
９
日
、
福
岡

市
天
神
の
警
固
公
園
で
参
加
者
約
百
人
（
主
催
者
発
表
）
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。 

同
氏
は
２
年
前
、

自
身
の
著
書
「
習
近
平
が
隠
蔽
し
た
コ

ロ
ナ
の
正
体
そ
れ
は
生
物
兵
器
だ
っ
た

⁉
」
で
武
漢
発
の
生
物
兵
器
と
し
て
の

ウ
イ
ル
ス
流
出
を
指
摘
し
て
い
る
。 

　
河
添
氏
は
、
中
国
の
覇
権
主
義
戦
略

に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
学
校
戦
略

研
究
所
（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
が
昨
年
９
月

に
発
表
し
た
報
告
書
『
中
国
の
影
響
力

作
戦
』
に
言
及
。
中
国
が
沖
縄
と
仏
領

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
で
独
立
派
運
動
を

あ
お
り
、
潜
在
的
な
敵
の
弱
体
化
を
狙

っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。 

　
特
に
沖
縄
へ
の
関
与
は
、
中
国
に
と

っ
て「
日
本
や
在
日
米
軍
を
妨
害
す
る
」

こ
と
を
意
味
し
、
①
米
軍
反
対
運
動
へ

の
支
援
②
中
国
と
沖
縄
の
経
済
関
係
強

化
③
米
軍
施
設
に
近
い
沖
縄
北
部
で
の

中
国
人
投
資
の
増
加
④
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
米
軍
基
地
の
存
在
を
疑
問
視
す
る

報
道
を
繰
り
返
す
―
―
な
ど
の
動
き
が

あ
る
と
指
摘
し
た
。 

　
こ
う
し
た
中
国
の
工
作
活
動
に
つ
い

て
河
添
氏
は
、
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
「
孫

子
の
兵
法
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な

中
国
の
台
湾
侵
攻
の
危
機
は
日
本
の
危
機

米国の「赤い闇」に挑戦した力作！

北
京
五
輪
ボ
イ
コ
ッ
ト
訴
え
る
デ
モ

講演する川添恵子氏＝1月8
日、浦添市

『中国に侵略されたアメリカ』　
ジャーナリスト 山口敬之著　
WAC 1400円+税

　米国で起きている中国による「静か
なる侵略」の恐ろしい実態を、現地取
材で核心に迫って浮き彫りにした、迫
真のレポート。2020年の大統領選挙の
陰で、最終的にBLM（ブラック・ライ
ヴス・マター）抗議デモを過激化させ、
ト ラ ン プ を 葬 っ た 者 と は？「BLM支
持」という同調圧力に圧殺されたコロナ「武漢流出説」の
背後でうごめいている中国共産党の工作員たち。日本でも

「LGBT」「夫婦別姓」などを利用し、日本の「静かなる侵略」
が進められている実態を告発している必読の一冊。

い
と
の
見
解
を
示
し
た
。 

　
実
際
に
中
国
の
工
作
活
動
や
覇
権
主

義
は
一
層
露
骨
に
な
っ
て
お
り
、 

７
日

に
開
催
さ
れ
た
日
米
の
外
務
・
防
衛
担

当
閣
僚
に
よ
る
安
全
保
障
協
議
委
員
会

（
２
プ
ラ
ス
２
）
で
は
、
台
湾
有
事
を

見
据
え
、「
南
西
諸
島
で
の
自
衛
隊
の

態
勢
を
強
化
し
、
日
米
の
施
設
の
共
同

使
用
を
増
加
さ
せ
る
」
方
針
が
示
さ
れ

た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
こ

れ
に
つ
い
て
反
対
の
意
向
を
示
し
、
尖

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
爆
発

的
に
増
え
て
い
る
沖
縄
県
で
、
中
国
に

詳
し
い
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
河

添
恵
子
氏
が
１
月
８
日
、
浦
添
市
で
講

演
し
、
コ
ロ
ナ
禍
と
中
国
の
覇
権
主
義

強
化
と
は
無
関
係
で
な
い
と
指
摘
。
ま

た
、
沖
縄
に
も
中
国
の
工
作
が
進
ん
で

お
り
、
台
湾
有
事
に
も
現
実
味
が
増
し

て
い
る
と
し
て
、「
日
本
は
黙
っ
た
ま

ま
で
は
や
が
て
中
国
共
産
党
の
檻お

り
の
中

に
入
っ
て
し
ま
う
」
と
警
告
し
た
。

　
河
添
氏
は
こ
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
触
れ
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ス
テ
イ
ホ

ー
ム
を
奨
励
さ
れ
、
人
々
は
孤
立
し
、

精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
追
い
込
ま
れ

る
」
と
懸
念
。
こ
う
し
た
状
況
は
「
中

国
共
産
党
が
仕
掛
け
た
大
恐
慌
」
だ
と

閣
諸
島
（
石
垣
市
）
に
領
海
領
空
侵
犯

を
繰
り
返
す
中
国
に
対
し
て
も
、「
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
」
を
提
案
す
る
に

と
ど
ま
り
、
抗
議
の
声
を
上
げ
て
い
な

い
。 

　

河
添
氏
は
講
演
の
締
め
く
く
り
で
、

中
国
の
新

し
ん
き
ょ
う疆ウ

イ
グ
ル
自
治
区
の
ウ
イ

グ
ル
民
族
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

（
大
量
虐
殺
）
を
例
に
挙
げ
、「
日
本
は

黙
っ
た
ま
ま
で
は
や
が
て
中
国
共
産
党

の
檻
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
」
と
警
告

し
た
。

　
国
際
政
治
学
者
で
元
沖
縄
米
軍
海
兵

隊
政
務
外
交
部
次
長
の
ロ
バ
ー
ト
・
エ

ル
ド
リ
ッ
ジ
博
士
が
１
月
18
日
夜
、
福

岡
市
の
福
岡
東
映
ホ
テ
ル
で
、「
米
中

国
交
正
常
化
50
周
年
～
現
在
の
日
米
の

関
係
は
～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
主

催
者
は
、
福
岡
市
で
Ｆ
Ｍ
放
送
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
て
い
る
川
井
正
彦

氏
。

　

同
博
士
は
、
米
中
が
国
交
正
常
化

し
て
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
る
が
、
そ

の
間
、
中
国
が
軍
事
力
、
経
済
力
、
情

報
工
作
に
お
い
て
力
を
つ
け
て
い
る
中

で
、
米
国
の
力
が
相
対
的
に
弱
ま
っ
て

い
る
点
を
指
摘
、「
米
国
に
と
っ
て
同

盟
国
と
の
連
携
、
特
に
日
米
同
盟
関
係

の
強
化
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

日
米
同
盟
に
つ
い
て
「
日
本
が
し
っ
か

り
法
整
備
し
て
領
土
を
守
ら
な
け
れ

ば
、ア
メ
リ
カ
は
守
れ
な
い
」
と
語
り
、

在
日
米
軍
と
自
衛
隊
と
の
協
力
関
係
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

日
本
政
府
の
対
中
政
策
に
つ
い
て
、

同
博
士
は
「
中
国
が
台
湾
を
威
嚇
し
て

い
る
が
、
岸
田
政
権
は
そ
れ
に
言
及
せ

ず
、
当
事
者
同
士
で
解
決
し
て
ほ
し
い

と
言
っ
て
い
る
」
と
岸
田
政
権
の
対
中

政
策
の
甘
さ
を
批
判
、
い
く
つ
か
の
提

言
を
し
た
。

　
特
に
、
尖
閣
諸
島
を
抱
え
る
沖
縄
に

つ
い
て
は
、「
中
国
に
よ
る
影
響
力
工

作
が
進
ん
で
お
り
、
尖
閣
は
中
国
が
実

質
的
に
手
中
に
収
め
て
い
る
」と
断
言
、

こ
れ
に
対
し
て
「
保
守
派
の
情
報
戦
略

が
弱
い
」
と
懸
念
を
示
し
、「
日
米
は

尖
閣
諸
島
で
の
軍
事
演
習
な
ど
を
再
開

す
べ
き
だ
」
と
提
言
し
た
。

福
岡
市
民
を
前
に
し
て
講
演
す
る
ロ
バ
ー

ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
博
士
＝
１
月
18
日
、

福
岡
市

九州ブロック

中国人も知らない歴史のタブー！
『ジェノサイドの中国史』　

評論家・哲学者　黄文雄著　
徳間書店　1500円+税

　なぜ中国はウイグル弾圧をやめられ
ないのか。「異民族も自国民も『戮

り く み ん

民（殺
戮される民）』となる宿命。日本人はこ
の真実に目を背けてはいけない！」と、
中国人も知らない歴史のタブーに切り
込んだ渾身の一冊。
　中国4000年は、大虐殺の歴史。武帝
から毛沢東の人民大粛清、そして現在も続く中国共産党に
よる、南シナ海や尖閣周辺での国際法無視行動、香港での
民主化封殺、ウイグルなど少数民族の弾圧に至るまで、中
国の大殺戮の実態と、その行動原理を徹底的に分析する。

書　評

北京五輪ボイコットを訴えるデモ行進＝1月9日、福岡市

黙
っ
た
ま
ま
で
は
中
共
の
檻
に

河
添
恵
子
氏
が
講
演
沖縄支部

日
米
は
尖
閣
諸
島
で
軍
事
演
習
を

ロ
バ
ー
ト
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
博
士
講
演
会

九州ブロック


